
 

                                                             H２３（２０１１）年度 NO.６  

  校長室だより        

                              岸和田市立浜小学校  渡 瀬  克 美 

「仕事で大切なことは、 

すべて幼い時に学んでいる。」 
というタイトルの文章をご紹介いたします。大人にも子どもにも共通する話だなと感じまし

たので、少し長い文章ですが引用いたします。 

 

君は、社会の中で仕事をするうえでもっとも重要なことは何だと思いますか？いきなり、こんな質問

をすると「そんなこと言われても」と思うかもしれませんが、それは、人として守らなければならない

基本的なことをきちんとやることです。そして、君はそのことを幼い時に教わっています。たとえば、 

「人に会ったら挨拶しなさい」 

 「何かをしてもらったらお礼を言いなさい」 

「仲間はずれをしてはいけません」 

「嘘をついてはいけません」 

「間違ったことをしたら、勇気を持ってごめんなさいと言いなさい」 

といったことです。 

 当たり前のことですよね？ 

  私は、このような「人として守らなくてはならないことをきちんとすること」を、 

象徴的に「礼儀正しさ」と言っています。 

 ところが、これをきちんとできる社会人は、実はあまりいません。だから、仕事がうまくいかないの

です。 

 仕事は一人でするものではありません。常に誰かと共同で行うものです。上司や同僚、社内の関係部

署、お客様に仕入れ先。そうした多くの人々とコミュニケーションをしながら、一緒につくり上げてい

くのです。 

 ところが、当たり前の礼儀を怠るがために、相手が気分を害してつまらないことでトラブルになりま

す。その結果、余計な仕事を増やす。無駄な時間を費やし、しかも、仕事の質も悪くなる。何もいいこ

とありません。 

 逆に、常に礼儀を尽くして仕事をしていれば、相手にも大切にされます。日々の仕事もスムーズに進

みます。ときには、適切な人を紹介してくれたり、耳よりな話があれば教えてくれたりするでしょう。

君が何かミスをしても「そんなに気にしなくていいよ」と気持ちよく手を差し伸べてくれるでしょう。 

 だから、「礼儀正しさは最大の攻撃力」なのです。 

ただ、注意してほしいことがあります。「礼儀正しさ」の本質を知らないと、「形だけ」のものにな

ってしまいがちです。 

たとえば、「敬語は完璧だけど、どこか無礼な人」っていますよね？もちろん、きちんとした敬語を

話すのは社会人としての基本です。しかし、行動が伴わなければ「慇懃無礼
いんぎんぶれい

」と受け止められてしまい

かえって失礼にあたるものです。 

それでは、礼儀正しさの本質とは何でしょうか？ 

 

   



 

私は、「相手を尊重する」ことだと思います。 

きちんとした挨拶をするのは、相手に敬意を表すためです。誰かを仲間はずれするということは、そ

の人を尊重しないということです。嘘は、相手の誠意を尊重しないこと。そして、まちがったことをし

ても謝らない人は、自分を守りたい人です。つまり、相手より自分を大切にしているのです。 

この「相手を尊重する」という気持ちを持たないまま、形だけの挨拶、お礼をしていても、いずれ、

化けの皮がはがれます。いくら完璧な敬語を使っていても、実際に相手を尊重する行動をとっていなけ

れば、相手には通じないのです。 

服装一つとってもそうです。・・・・略・・・自分の嗜好よりも、相手の嗜好を尊重するのです。 

 

時間を守ることも、相手を尊重することにほかなりません。 

時間厳守はビジネスマンの鉄則です。これを破る人は、どんなに能力があったとしても、絶対に一人

前とはいえません。人にとって時間は、もっとも貴重な財産です。 

一日24時間。すべての人が同じ条件のもとで生きています。限られた時間の中で最大の成果を生み出

すために、みな懸命に働いているのです。そして、過ぎ去った時間は二度と戻ってきません。どんなに

お金を積んでも、ムダに費やした時間を取り戻すことはできないのです。 

つまり、遅刻をするということは、相手の人生のかけがえのない時間を奪っていることにほかならな

いのです。時間を守らない時点で、いちばん大切な礼節を欠いているのです。 

誰も、自分の人生を傷つける人など大事にはしません。 

人は、自分を大事にしてくれる人を大事にするのです。 

 

君が自分を大切にしたければ、まず相手を尊重することー。 

これこそ「人生の原理」なのです。  

これは東レ経営研究所特別顧問の佐々木常夫さんという方の「働く君に贈る 25の言葉」 

（wave出版）の一つです。私はこの文章を読みながら以下の 3点を強く感じました。 

 

１．小学生の時代にこれらのことをしっかり学ばせる必要性を感じると共に、 

「相手を尊重する」というきちんとした意味づけが必要であることを改めて学びました。  

２．そのためには、保護者の方にご協力を賜り一緒に取り組む必要があること。 

３．大人である私たち自身も反省しなければならないことがたくさんあること。 

 保護者の方におかれましても、「子育て」について少しでも参考になれば幸いです。 

 

 さて、12月 1日は校内音楽会(9:30～10:50)です。      

たくさんの保護者の方のご来校をお待ちしております。 

幼稚園から小学校全学年が一生懸命取り組んでいます。 

当日は実行委員会の子どもたちによる司会・進行です。 

大きな拍手をお願いいたします。 

 

また、2年に一度実施の学校教育自己診断を今年度行います。 

11月 28日配付いたしました。いただいた本校教育への評価を 

学校改善に生かす所存ですので、大変お手数をおかけいたしますが、 

ご協力くださいますよう、伏してお願い申し上げます。 

 

 

 


